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　指宿商工会議所では、経営に関わる相談への対応をはじめ、事業計画作成・補助金申請
手続の支援、販路開拓支援、セミナーや講習会・研修会の開催、融資の受付・あっせん、
各種共済制度の加入など、企業経営に関する様々な事業を行っています。
ぜひ、これら当所の事業を経営にお役立てください。

第 27 回臨時議員総会

いいぶぶすすきき



第
27
回
臨
時
議
員
総
会
開
催

〜
新
会
頭
・
副
会
頭
就
任
、
新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
〜

10
月
31
日
（
金
）
当
所
に
て
、

第
27
回
臨
時
議
員
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
を

行
い
、
大
山
修
一
氏
（
㈲
大
山
甚

七
商
店
）
が
第
５
代
目
と
な
る
新

会
頭
に
選
任
さ
れ
、
前
会
頭
の
南

荒
生
氏
（
指
宿
酒
造
㈱
）
よ
り
、

バ
ト
ン
を
渡
さ
れ
ま
し
た
。

副
会
頭
に
は
、
別
府
竜
人
氏

（
指
宿
観
光
交
通
㈱
）、
土
岩
久
和

氏
（
鹿
児
島
県
み
ら
い
協
同
組

合
）、
有
村
純
賴
氏
（
指
宿
シ
ー

サ
イ
ド
ホ
テ
ル
㈱
）、
神
戸
章
吾

氏
（
指
宿
自
動
車
工
業
㈱
）
が
選

任
さ
れ
、
専
務
理
事
は
鶴
本
八
郎

氏
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
常
議
員
19
名
と
監
事
２

名
も
同
時
に
選
任
さ
れ
、
指
宿
商

工
会
議
所
第
18
期
が
新
た
に
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

各
号
議
員
に
つ
い
て
は
、
常
議

員
会
に
お
い
て
３
号
議
員
の
８
名

を
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
２
号
議
員

に
つ
い
て
は
、
各
部
会
ご
と
に
開

催
さ
れ
た
総
会
に
て
21
名
を
選
任

し
ま
し
た
。
１
号
議
員
に
つ
き
ま

し
て
は
選
挙
管
理
委
員
会
に
て
無

投
票
当
選
が
決
定
し
ま
し
た
。

第
18
期
役
員
・
議
員
は
３
ペ
ー

ジ
以
降
の
「
新
役
員
・
議
員
紹

介
」
の
と
お
り
で
す
。

新
役
員
・
議
員
の
任
期
は
、
令

和
７
年
11
月
１
日
か
ら
、
令
和
10

年
10
月
31
日
ま
で
の
３
年
間
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

『
次
の
世
代
の
た
め
に
』

会
頭

大
山

修
一

今
年
度
、
指
宿
商
工
会
議
所
は
役
員
・

議
員
の
任
期
満
了
の
年
に
当
た
り
、
南
前

会
頭
と
中
村
筆
頭
副
会
頭
、
濵
田
副
会
頭

が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

御
三
方
の
永
年
に
渡
る
会
議
所
活
動
の

ご
功
績
に
心
か
ら
の
敬
意
を
表
し
、
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

こ
の
御
三
方
の
退
任
を
受
け
、
10
月

31
日
に
開
催
さ
れ
た
臨
時
議
員
総
会
に
て
、

第
五
代
会
頭
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

４
名
の
副
会
頭
を
含
む
５
名
の
新
役
員
と

19
名
の
常
議
員
が
承
認
さ
れ
、
鶴
本
専
務

理
事
（
再
任
）
以
下
職
員
の
皆
さ
ん
と
新

た
な
体
制
で
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

平
均
年
齢
59
歳
と
若
い
役
員
陣
で
は
ご

ざ
い
ま
す
が
、
会
員
の
皆
様
と
力
を
合
わ

せ
、
今
後
は
退
任
さ
れ
ま
し
た
御
三
方
が

永
年
育
ん
で
こ
ら
れ
た
事
業
や
取
り
組
み

を
大
切
に
継
承
し
、
指
宿
の
商
工
業
の
更

な
る
活
性
化
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
次
世
代
を
担
う
若
い
人
た
ち
が

こ
の
ま
ち
で
夢
を
描
け
る
よ
う
な
環
境
づ

く
り
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
指
宿
商
工
会
議
所
の
活
動
に
、

更
な
る
会
員
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

『
次
世
代
の
活
躍
に
期
待
し
、
楽
し
み
に
し
な
が
ら
〜
』

前
会
頭

南

荒
生

こ
の
た
び
任
期
満
了
に
伴
い
、
指
宿
商
工
会
議
所
会
頭
の
職
を
退
任
い
た

し
ま
し
た
。

平
成
28
年
に
就
任
以
来
、
３
期
９
年
に
わ
た
り
、
地
域
商
工
業
の
発
展
に

皆
様
の
ご
協
力
、
ご
支
援
の
も
と
、
微
力
な
が
ら
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

任
期
中
に
は
様
々
な
思
い
出
が
あ
り
ま
す
が
、
特
に
印
象
深
い
の
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
未
曾
有
の
危
機
で
し
た
。

国
に
よ
る
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
な
か
な
か
進
ま
な
い
中
、
事
業
者
の
皆
様

が
厳
し
い
状
況
の
中
で
も
希
望
を
持
っ
て
歩
み
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
職
員

を
は
じ
め
行
政
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、
ワ
ク
チ
ン
の
職
域
接
種
や
会
員
事

業
所
の
支
援
、
救
済
策
の
要
望
、
実
施
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
コ
ロ
ナ
禍
以
降
も
、
地
域
の
景
況
は
主
幹
産
業
で
あ
る
観

光
業
な
ど
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
こ
の
春
に
地

域
経
済
の
活
性
化
を
目
的
に
開
催
し
た
「
い
ぶ
す
き
グ
ル
メ
祭
り
」
で
は
、

多
く
の
皆
様
の
ご
協
力
を
得
て
、
指
宿
な
ら
で
は
の
食
文
化
を
広
く
発
信
し
、

地
域
の
各
産
業
団
体
と
絆
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
こ
の
事

業
の
益
々
の
発
展
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
国
に
よ
る
指
宿
港
海
岸
整
備
事
業
も
令
和
９
年
度
完
成
に
も
目
処

が
立
つ
と
と
も
に
、
緑
地
整
備
事
業
に
つ
い
て
も
指
宿
市
と
連
携
を
と
り
進

め
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
引
き
続
き
指
宿
の
街
づ
く
り
の
拠
点
と
な
る
べ
く

推
進
協
議
会
の
活
動
を
続
け
て
参
り
ま
す
。

在
任
中
は
、
会
議
所
の
議
員
役
員
、
職
員
の
皆
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域

の
皆
様
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
行
政
機
関
や
他
の
産
業
団
体
の
方
々
と
親
交

を
深
め
、
私
の
大
切
な
財
産
と
な
り
、
苦
楽
を
共
に
歩
ん
で
き
た
日
々
で

あ
っ
た
と
、
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
は
大
山
新
会
頭
と
素
晴
ら
し
い
新
役
員
陣
を
中
心
に
、
指
宿
の
経
済

の
さ
ら
な
る
活
性
化
と
、
併
せ
て
指
宿
商
工
会
議
所
の
発
展
に
大
い
に
期
待

も
し
、
楽
し
み
に
し
な
が
ら
、
一
会
員
と
し
て
、
引
き
続
き
本
商
工
会
議
所

の
活
動
を
応
援
し
、
地
域
の
発
展
の
た
め
に
微
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
所
の
ご
繁
栄
を
お
祈

り
申
し
上
げ
、
退
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新任議員紹介の様子 退任のあいさつを行う南前会頭
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新
役
員
・
議
員
紹
介
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本
年
度
が
役
員
・
議
員
の
改
選

期
（
任
期
３
年
）
に
あ
た
る
こ
と

か
ら
２
号
議
員
（
各
部
会
か
ら
選

任
さ
れ
る
議
員
）
や
正
・
副
部
会

長
等
の
選
出
な
ど
を
協
議
す
る
た

め
、
９
月
上
旬
か
ら
中
旬
の
期
間

で
、
各
部
会
で
部
会
総
会
が
開
か

れ
、
左
記
の
通
り
、
正
・
副
部
会

長
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
令
和
７
年
11
月
１
日
〜

令
和
10
年
10
月
31
日
ま
で
の
３
年

間
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

10
月
26
日
（
日
）
に
フ
ラ
ワ
ー

公
園
で
会
員
親
睦
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
た

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
日
和
の
中
、

18
チ
ー
ム
か
ら
72
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

開
会
前
か
ら
練
習
を
行
う
参
加

者
も
多
く
、
大
会
を
楽
し
み
に
し

て
い
る
参
加
者
の
様
子
が
伺
え
ま

し
た
。

開
会
式
と
準
備
運
動
終
了
後
に

２
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、
プ
レ
ー
を

楽
し
み
な
が
ら
ス
コ
ア
を
競
い
合

い
ま
し
た
。

プ
レ
ー
終
了
後
に
は
、
団
体
の

部
・
個
人
の
部
の
結
果
発
表
と
表

彰
が
行
わ
れ
、
閉
会
式
ま
で
親
睦

を
深
め
な
が
ら
盛
り
上
が
り
を
見

せ
ま
し
た
。

な
お
、
主
な
成
績
は
左
記
の
通

り
で
す
。

主
な
成
績
（
敬
称
略
）

団
体
の
部

◎
優
勝　
　

指
宿
フ
ン
ド
ー
キ
ン

◎
準
優
勝

㈲
丸
十
金
物
百
貨
店

◎
第
３
位

㈱
今
林
会
計
・
海
水

個
人
の
部

◎
優
勝　
　

片
野
田

栄
次

（
指
宿
フ
ン
ド
ー
キ
ン
）

◎
準
優
勝

福
崎

栄
幸

（
㈲
南
薩
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
）

◎
第
３
位

福
山

敏
幸

（
㈱
今
林
会
計
・
海
水
）

各部会新役員一覧表
部会 役職 氏名 事業所

一般商業

部 会 長 髙﨑　幸隆 ㈲南日本新聞指宿販売所

副部会長 大牟礼　睦 ㈲文苑堂事務機

副部会長 臼山　正二 ㈲臼山植物園

食品商業
部 会 長 若松　幸司 ㈲丸幸水産

副部会長 西　　尚吾 ㈱西精肉店

工業

部 会 長 山崎　昇平 ㈲山﨑パン

副部会長 今村　学 今村印刷

副部会長 吉永　章一 吉永酒造㈲

観光料飲
部 会 長 西　　浩二 指宿海上ホテル㈱

副部会長 野田　善嗣 ㈱指宿フェニックスホテル

サービス

部 会 長 德永　博光 ㈿薩南浄水管理センター

副部会長 松元　宏二 松元産業㈲

副部会長 竹下　りつ子 ㈲南薩ビルサービス

建設

部 会 長 今村　悦紫 ㈱丸善産業

副部会長 竹﨑　謙一 ㈲竹﨑電設

副部会長 出口　美冨一 ㈱出口組

交通金融諸業
部 会 長 竹山　孝一 竹山石油店

副部会長 中元　徳寿 鹿児島銀行㈱指宿支店

各
部
会
総
会
を
開
催

〜
新
し
い
正
副
部
会
長
を
選
任
〜

会
員
親
睦
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

大会を楽しむ参加者

団体優勝指宿フンドーキンの皆さん
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10
月
26
日
（
日
）、
セ
ブ
ン
イ

レ
ブ
ン
指
宿
渡
瀬
通
り
店
駐
車
場

に
て
、
渡
瀬
通
り
会
主
催
の
遊
ん

ど
市
〜
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
コ
ス
プ
レ
で

街
を
歩
こ
う
〜
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。当

日
は
、
渡
瀬
通
り
会
員
等
に

よ
る
出
店
が
な
さ
れ
、
飲
食
物
や

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
な
ど
様
々
な
商
品

が
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
期
間
で

の
開
催
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
地

元
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
に
よ
る
ス
テ
ー

ジ
で
は
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
仕
様
の
衣

装
を
身
に
ま
と
い
踊
る
子
供
た
ち

が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
終
了
後
に
は
、
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
コ
ス
プ
レ
コ
ン
テ
ス
ト
が

開
か
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
そ

れ
ぞ
れ
が
準
備
し
た
コ
ス
プ
レ
衣

装
で
渡
瀬
通
り
会
員
事
業
所
を

７
ヶ
所
訪
れ
、「
ト
リ
ッ
ク
オ
ア

ト
リ
ー
ト
」
と
叫
び
お
菓
子
を

貰
っ
て
回
り
ま
し
た
。
最
後
に
コ

ン
テ
ス
ト
の
発
表
が
行
わ
れ
、
入

賞
者
に
は
順
位
に
応
じ
た
豪
華
賞

品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

多
く
の
子
ど
も
た
ち
に
喜
ん
で

も
ら
い
、
賑
わ
う
イ
ベ
ン
ト
と
な

り
ま
し
た
。

10
月
26
日
（
日
）
に
、
指
宿
港

海
岸
保
全
推
進
協
議
会
主
催
の

「
第
13
回
砂
む
し
カ
ッ
プ
ビ
ー
チ

バ
レ
ー
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。指

宿
港
海
岸
（
Ｙ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
Ｏ

Ｗ
Ｃ
Ｏ
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｂ
Ｕ
Ｓ
Ｕ
Ｋ

Ｉ
）
を
会
場
に
県
内
外
か
ら
28

チ
ー
ム
１
４
８
名
が
参
加
し
、
男

女
混
合
の
４
人
制
ル
ー
ル
で
試
合

は
進
行
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
終
了
後
、
怪
我
無
く
試

合
を
楽
し
む
た
め
に
、
参
加
者
全

員
で
会
場
の
石
こ
ろ
拾
い
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
リ
ー
グ
戦
か

ら
試
合
が
開
始
さ
れ
、
リ
ー
グ
戦

終
了
後
、
リ
ー
グ
戦
の
戦
績
を
基

に
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

バ
レ
ー
経
験
者
や
常
連
の
チ
ー

ム
の
選
手
も
多
く
参
加
し
て
お
り
、

ハ
イ
レ
ベ
ル
で
迫
力
の
あ
る
試
合

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

全
試
合
終
了
後
の
閉
会
式
で
は
、

各
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
上
位
入
賞

チ
ー
ム
へ
表
彰
状
と
特
産
品
が
進

呈
さ
れ
、
大
会
は
幕
を
閉
じ
ま
し

た
。

10
月
25
日
（
土
）
に
、
ふ
れ
あ

い
プ
ラ
ザ
な
の
は
な
館
に
て
、
指

宿
港
海
岸
保
全
推
進
協
議
会
主
催

の
指
宿
港
海
岸
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
市
民
・
当
協
議
会
関

係
者
ら
49
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

通
算
第
35
回
目
と
な
る
今
回
は
、

国
土
交
通
省
指
宿
港
海
岸
分
室
や

指
宿
市
都
市
・
海
岸
整
備
課
よ
り
、

事
業
進
捗
状
況
や
整
備
計
画
に
つ

い
て
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
説

明
後
に
は
、
質
疑
応
答
の
時
間
が

設
け
ら
れ
、
活
発
な
意
見
交
換
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
商
店
街
活
性
化
イ
ベ
ン
ト
遊
ん
ど
市

〜
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
コ
ス
プ
レ
で
街
を
歩
こ
う
〜

指
宿
港
海
岸
保
全
推
進
協
議
会
イ
ベ
ン
ト

第
13
回
砂
む
し
カ
ッ
プ
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
大
会

指
宿
港
海
岸
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

多くの出店があった

事業所にてお菓子をもらう子ども達

多くのチームに参加していただいた

競い合う選手達

指宿港海岸について説明がなされた
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〃

経
理
の
デ
ジ
タ
ル
化
実
践

活
用
法
セ
ミ
ナ
ー

18
日

鹿
児
島
県
火
災
共
済
第
２

回
理
事
会

〃

社
会
保
険
合
同
実
務
研
修
会

〃

指
宿
地
区
税
務
連
絡
協
議
会

19
日

監
査
（
上
期
）

〃

商
店
街
活
性
に
つ
い
て
話

し
合
い

〃

中
学
生
「
税
に
つ
い
て
の

作
文
」
表
彰
式
（
北
指
宿

中
学
校
）

〃

商
工
水
産
課
予
算
協
議

20
日

イ
ベ
ン
ト
促
進
部
会

〃

サ
ー
ビ
ス
部
会
例
会

12
月
の
主
要
行
事

○
三
役
会

○
部
会
・
委
員
会

〇
い
ぶ
す
き
産
業
ま
つ
り

〇
イ
ブ
の
夜
に
ス
キ
焼
き

〇
若
宮
神
社
で
年
越
し
初
詣

〇
青
年
部
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
花
火

〇
市
長
と
の
対
話
集
会

〇
役
員
・
議
員
退
任
者
慰
労
会

５
日

工
業
部
会
例
会

６
日

三
役
会

〃

年
末
調
整
等
説
明
会

７
日

令
和
７
年
指
宿
市
民
表
彰

〃

役
員
就
任
挨
拶
回
り

〃

食
品
商
業
部
会
例
会

10
日

間
税
会

正
副
会
長
会
議

〃

指
宿
市
観
光
・
経
済
戦
略
会
議

11
日

産
業
ま
つ
り
担
当
者
会
議

〃

消
防
訓
練

12
日

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
研
修

〃

か
つ
お
サ
ミ
ッ
ト
実
行
委
員
会

〃

中
学
生
「
税
に
つ
い
て
の

作
文
」
表
彰
式
（
西
指
宿

中
学
校
）

〃

い
ぶ
す
き
遊
ぼ
海
フ
ェ
ス

実
行
委
員
会

〃

い
ぶ
す
き
グ
ル
メ
祭
り
実

行
委
員
会

13
日

イ
ブ
の
夜
に
ス
キ
焼
き
打
合
せ

〃

指
宿
間
税
会
・
指
宿
間
税

会
青
年
部
会
・
指
宿
青
色

申
告
会
合
同
税
務
研
修
会

〃

交
通
金
融
諸
業
部
会
総
会

14
日

鹿
児
島
県
下
商
工
会
議
所

女
性
会
合
同
研
修
会

〃

鹿
屋
商
工
会
議
所
女
性
会

創
立
25
周
年
記
念
式
典

〃

青
年
部
臨
時
総
会

〃

駅
前
ご
み
拾
い
清
掃（
間
青
会
）

16
日

簿
記
検
定

17
日

産
業
功
労
者
等
選
考
委
員
会

■
10
月
■

21
日
「
菜
の
花
植
栽
」
セ
レ
モ
ニ
ー

22
日

中
央
通
り
未
来
協
議
会
総
会

23
日

よ
ろ
ず
支
援
拠
点
セ
ミ
ナ
ー

24
日

い
ぶ
す
き
検
定
特
別
委
員
会

〃

ブ
ル
ー
リ
タ
ー
ン
会
計
ソ

フ
ト
研
修
会

〃

指
定
管
理
者
関
係
会
議

〃

青
年
部
役
員
会

25
日

指
宿
港
海
岸
第
35
回
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ

26
日

珠
算
検
定
試
験

〃

会
員
親
睦
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会

〃

遊
ん
ど
市

〃

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
大
会

27
日

指
宿
港
海
岸
要
望
活
動
・
視
察

28
日

指
宿
港
海
岸
要
望
活
動
・
視
察

29
日

税
務
実
務
研
修
会

30
日

健
康
か
ご
し
ま
21
南
薩
地

域
推
進
協
議
会

〃

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
研
修

〃

指
宿
温
泉
祭
実
行
委
員
会

31
日

臨
時
議
員
総
会

■
11
月
■

４
日

市
長
へ
の
就
任
挨
拶

〃

指
宿
観
光
・
経
済
戦
略
会
議

〃

青
年
部
イ
ン
ス
タ
セ
ミ
ナ
ー

５
日

指
宿
市
観
光
事
業
推
進
協
議
会

情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

当
所
は
、
会
議
所
ニ
ュ
ー
ス
い

ぶ
す
き
で
、
会
員
の
皆
様
に
関
す

る
情
報
を
随
時
、
紹
介
し
て
お
り

ま
す
。

新
商
品
や
新
サ
ー
ビ
ス
を
開
発
、

事
業
所
と
し
て
地
域
貢
献
を
行
っ

た
な
ど
の
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。
な
お
、
掲
載
内
容
に
つ
き
ま

し
て
は
紙
面
の
都
合
上
、
希
望
に

添
え
な
い
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
の

で
ご
了
承
下
さ
い
。

連
絡
先
☎
（
２
２
）
２
４
７
３

事
務
局
日
誌

■会員数（令和７年 11月 20日現在）
個人事業所 474事業所
法人事業所 341事業所
合　計 815事業所

■事業資金　金利情報（令和７年 11月 20日現在）
日本政策金融公庫　普通貸付 1．90％～4．30％
日本政策金融公庫　マル経資金 2．00％
県融資制度　中小企業振興資金 １．95％～2．55％

〜
超
絶
ウ
ル
ト
ラ
ス
ー
パ
ー

レ
イ
ト
ブ
レ
ー
キ
ン
グ
！
〜

前
回
前
々
回
と
書
い
た
内
容

が
重
な
り
ま
す
が
、
完
全
に
ブ

レ
ー
キ
を
踏
み
忘
れ
て
、
11
月

末
に
高
額
な
カ
ー
ド
の
引
き
落

と
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
の
支
払
い
な
ど
を
計

算
す
る
と
預
金
残
高
が
４
桁
に

な
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
判

明
し
ま
し
た
。
念
の
た
め
申
し

上
げ
ま
す
と
、
こ
こ
で
い
う
４

桁
は
４
桁
万
円
で
は
な
く
１
の

位
か
ら
数
え
て
の
４
桁
で
す
。

私
に
は
数
年
前
に
も
同
じ
状

況
に
追
い
込
ま
れ
て
か
ら
復
活

し
た
経
験
が
ご
ざ
い
ま
す
。
な

ぜ
人
間
は
こ
ん
な
に
も
学
習
し

な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
一
度
ど

ん
底
か
ら
這
い
上
が
っ
た
成
功

経
験
か
ら
ま
た
這
い
上
が
れ
る

と
い
う
良
く
な
い
自
信
が
つ
い

て
し
ま
っ
た
の
が
原
因
だ
と
考

え
ま
す
。

し
か
し
、
お
金
を
使
う
人
が

い
な
け
れ
ば
経
済
は
回
り
ま
せ

ん
。
商
工
会
議
所
職
員
と
し
て

経
済
を
回
す
こ
と
が
で
き
て
良

か
っ
た
で
す
。
し
ば
ら
く
貯
金

し
ま
す
。

会
報
担
当

西
川
路

編
集
後
記
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